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I.緒 言

CS-1170は,1972年 三 共 株 式会 杜 で 新 しく開 発 したcepha-

mycin系 抗 生 物 質 で,そ の化 学 名 お よび構 造 式 は 次 の ご

とくであ る。

Sodium (6R, 7S)-7-〔2 (cyanomethylthio) acetamido〕

-7-methoxy-3-〔 〔(1-methyl-1H-tetrazol-5-yl)

thio〕methyl〕-8-oxo-5-thio-1-azabicyclo〔4.2.0〕

oct-2-ene-2-carboxylate

本 剤は,水 に 溶 けや す い 白色 ～微 黄 白色 粉 末 で,筋 注,

静注 ともに高 い血 中 濃度 が え られ,代 謝 されず 活 性 型 のま

ま,尿 中に すみ や か に排 泄 され る。また,本 剤 は β-lacta-

maseに 強 い抵 抗 性 を も ち,グ ラム 陽性 お よ び 陰 性 菌 に

対 して優 れ た抗 菌 力 を 発 揮 し,従 来 のcephalosporin系

お よ びpenicillin系 抗 生 剤 の 無 効 な イ ン ドー ル 陽 性 の

PmteusやSeerratiaな どに も,強 い抗 菌 力 を示 す と報告 さ

れ て いる。そ して,本 剤に つ い て は,数 次 に わ た る全 国 的

研 究 会璃や 第25回 日 本 化 学 療 法 学 会 西 日 本 支 部 総 会

(1977,12月8～9日,岡 山市)で の新 薬 シ ンポ ジ ウム3)

など で検 討 され て きた が,わ れ わ れ も本 剤 を種 々の 呼 吸

器疾 患25症 例,腎 尿路 系 疾 患6症 例 に点 滴 静 注,静 注 な ち

びに 筋注 な どで使 用 し,そ れ ちの 臨 床 的効 果 を検 討 した

の で,こ こに 報告 し,大 方 の ご批 判 を仰 ぎた い 。

II.症 例 と使 用成 績

1)呼 吸 器 系 感 染症 例

本 剤投 与 症 例 一 覧 表(Table1)のNo.1～13お よ び

No.18～29の25症 例 の うち(1)慢 性 型:11,う ち 男性8例,

年齢 は60歳 代5,50歳 代,70お よ び80歳 代 各1;女 性3,

年齢 は60歳代2,45歳1,(2)急 性型(含膿胸1):14,う

ち男性11,年 齢 は40お よび60歳 代各3,50お よび70歳 代

各2,30歳 代1;女 性3,年 齢は20歳 代,40お よび50歳

代それぞれ1で,こ れ ら25症例 の基礎疾患 は,肺 癌7,

気管支拡張症3,そ の他,肺 結核,肺 線維症,じ ん肺症,

気管支喘息,慢 性 閉塞性肺気腫,慢 性気管支炎,両 肺 巨

大の う胞症各1例 などがあ り,そ の 多くは慢性感染症例

であった。これち症例の喀痰 中検出細菌 は,肺 炎桿菌9,

グラム陰性桿菌および緑膿菌各4,不 明3,Haemophilus

influenzaeお よびnormal flora各2,E.coli, Staphylo-

coccus aurms, StrePtococcus pyogenお それぞれ各1が

みちれ,こ れち菌のCS-1170に 対す る感受性は,検 査 さ

れた17症 例中,緑 膿菌の4例 とグラム陰性 桿菌の1例 を

除いては,い ずれ も感受性が認め ちれた。

本剤使用時の臨床効果の判定は次の規準に よってなさ

れた。すなわち,(1)胸部X-Pと 陰影 の改善,(2)感 染症 と

しての臨床検査所見(白 血球数,赤 沈値,CRP値,喀 痰

中細菌 など〉の改善,(3)そ の他。感染症 に起因 した と考 え

られ る自他覚症状(咳 嗽,喀 痰,発 熱,食 思不振や胸部

理学的所見な ど)の 改善。以上の3項 目の大部分が,奉

剤使用3～5日 以内にみ られ たものを「著効」,7日 以 内

にみ られた ものを「有効」,14日 以内にそれ ぞれの項 目に

多少 とも改善 を示 した ものを「やや 有効」,全 く改善がみ

られないか,ま たは,悪 化 したものを 「無効」 と判定 し

た。 とくに慢性型感染症 にお いては,本 剤使用の数 日前

まで,種 々の抗生剤が使 用され,そ の一部は一覧表 「備

考」欄に記入 したが,い ずれ も効果がみ られず,本 剤が

使用された。その慢性型お よび急性型の本剤使用の方法

および投与量なちびに,そ の臨床効果は次 のごと くであ

った。

(1)慢性型:11症 例中7例 が,5%糖 液250～500mlに 混

和 して点滴静 注され,そ の うち1回 使用量1.0g,1日2
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回の もの4例.1回2.0g,1日2回 の もの4例,1回2.0

9を 嵐田 回のもの1例,そ の投与 日数は最短2日,最

長14日,ま た生理 食塩液10mlに 溶解 してほぼ5分 以内に

oneshot静 注例4,そ の1回 量0.591日2回 ずつのも

の3例,ま た6～7日 間2.09を1回 静注1例(No.8),

この2.09をoneshOt静 注時,激 しい嘔気を訴 え,途 中

で静注は中止されたが,そ の後の肝腎機能所見には変化

をみなかった。

以上の停用による臨床効果お よび使用総量は,

「有効」
点滴例2(使 用総量28g宛)

静注例1(使 用総量69)

「やや有効」
点滴例3(使 用総量36,44お よび56g)

静注例1(使 用総量7g)

「無効」
点滴例2(使 用総量28お よび48g)

静注例1(使 用総量7g)

「効果不明」No.8の1回2.09静 止 中に嘔気 を訴えて,

その後本剤の使用 を中止 した症例

以上11例 中点滴症例 の 「有効」2例 は,と もに肺結核

や肺癌に合併 した慢性肺化歎症例で,喀 痰中検出細菌は

本剤に感受性 のない緑歎菌 ではあ ったが,お そ らく喀痰

中に緑膿菌以外のCS-1170感 受性 菌に よる感染 も合併

していたもの と考 えられ,本 剤使用後に膿性痰や咳歎の

著 しい減少 とともに,胸 部X-P上 の 多少の改善,解 熱傾

向を認めた。静注「有効例 」のNo.12は,既 往歴 として肺

結核で右上葉切除 を受 け,そ の後,右 中,下 葉に気管支拡

張症 を遺 し,さ らに右肺下葉に原発 と考 えられ る扁平上

皮癌の発症 した症例であ り,本 剤1回0.5g,1日2回,

6日 間使用によ り喀痰 中の肺炎桿菌は消失 し,咳 歎,喀

痰 も著し く減少 した症例 であ った。 しか し,本 症例 はそ

の2週 間後に症状の再 燃をみ,喀 痰中に肺炎桿菌,連 鎖

球菌 を認めたので,再 度,本 剤0.59,1日2回 静 注,7日

間使用し、喀痰中肺炎桿菌の消失 と喀痰の減少 を認め た

が,前 回ほどの効果はみ ちれず 「やや有効」と判定 した。

また,No.9高 ○氏は汎細気管支炎で。Carbenicillin1日

4.09を すでに30日 間使用 され,胸 部X-P上 の改善 のみ

られつつあった症例 であったが,喀 痰 中の肺炎桿菌 が消

失せ ず,CS-1170を,当 初1回2.09,1日1回,2日 間,

ついで,1}回2-Ogを1日2回,10日 間連用に より,胸 部

X-P上 の陰影の改善,胸 部の湿性 ラ音の減少,喀 痰 中肺

炎桿菌の消失 などの効果はみ られたが,本 剤使用12日 目

に,本 剤使用によると考え ちれる頭痛,冷 汗などの副作

用出現のため,そ の後の使用は中止 された。 しか し,本

症例 の肝,腎 機能 などには変化 はみ られず,血 圧上昇な

ども確認できなか った。

以上,慢 性呼吸器感染症例の効果判定 の可能 であ った

10例 中,3例(30%)に 有効例が,「 やや有効」を加える

と7例(70%)に 効果がみ られた。

(2)急性型114症 例は。いずれ も胸部X-P上 従来み ちれ

なかった肺炎様陰影 を認め,発 鮎 ・咳歎 ・喀痰 ・息切れ

な どが増悪 した,い わゆる急性肺炎型の感染症例 であっ

た。この うちNo.4の1例 は,1回0.59,1日3飼 筋注,

4日 間使用例 を除 いて,他 はすべて点滴静注例であ り。

その1回 使用量1.09,1日2回 使用例11例,1日3回 使

用例2例,4回 使用例2例,使 用 日数は最短4日,最 長

16日 であった。これ らの臨床効果は,「 著効」4(使 用総

量18,20,22お よび28g>,「 有効」6(使 用総量28g,2

例,30,32,45お よび529),筋 注例1(使 用総 量69)

の計7例,「 やや有効」2(使 用総量8お よび32g>,「 無

効」1(使 用総量28g…No。25起 炎菌 は緑歎菌 と考 えちれ

た)で あった。すなわち「有効」、「著効」あ わせ て11例

(78.6%),「 やや有効」 を加 えると14例 中13例(92.9%〉

であ った。 そして,急 性型には副作用 をみた ものは1例

もなかった。

(3)呼 吸器感染症例 の総括

慢性型のNo.8の 効果不明を除いた10症 例中「有効」例

は3例(30%),急 性 型では14症 例 中 「著効」および 「有

効」例11例(78.6%),両 型 をあわせ て 「有効」例以上は

24症 例中14例(58.3%〉,「 やや有効」例以上 では20症 例

(83.3%)で,「 無効」例は4例(16.7%)に す ぎなかっ

た。

次に,点 滴静注群 の平均総使 用量は,「著効」4例 で22

9,「 有効」,「やや 有効」および 「無効」例 ではそれぞれ

349,359,お よび34.69で,臨 床効果 と総使用量 とは

相関 しなか った。しか し,OneshOt静 注および筋注群で

は,そ の臨床効果の有無にかかわらず,そ れぞれ6。5g,

7.09で,点 滴群 に比べて少量で 「有効」,「無効」の判明

す る傾 向がみ ちれた。

副作用には,発 疹 などのアレルギ-性 と思われる もの

はみちれなかったが,2.09静 注時,激 しい嘔気を訴 えた

1例,点 滴治療12日 目に頭痛 ・冷汗を訴 えた1例 を経験

した。

また,本 剤使用 前,中,後 の臨 床機能検 査 を一覧表

(Table2)と したが,本 剤使用に よる肝 ・腎機能な どへ

の影響はみ られなか った。

2)尿 路系感染症例

本剤使用症例一覧表(Table1)のNo.14～17お よび

No.30,31の6症 例である。(1)E.coliに 起因した急性 腎孟

炎2例(16歳 男性お よび28歳 女性)は,筋 注0.5gx2回/

日×5日 間=59で 「著効」,他は,点滴1.0gx2回/日x

8日 間=169で 「著効」(2)20年前 に脊髄血管腫 の手術後,

下肢麻痺お よび膀胱半麻痺 を伴 う脊損者 で,そ の経過 中

しば しば複雑性腎孟膀 胱炎 を起こ している44歳 男性 で,
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本剤使用当初の尿中1にEnterobacterが み られ,点 滴1.0

9×2回/日 ×8日 間=16gで 薗 消 失,次 回は,尿 中 に

Klebsiellaを 認 め,本 剤 の 点 滴2.0g×2回/日 ×17日

間=68gで 菌消失 し,と もに 「有効 」(3)急性膀胱尿道 炎

の2症 例(と もに82歳 女性,尿 中にE.coliを 認め た。)の

うち,1例 は当初筋注0.5g×2回/日 ×4日 間=4gで 。

なお,尿中細菌 の消失 をみず,引 続いて静 注1.0g×2回/

日×7日 間=14gで 尿中菌消失,自 覚症 も完治,他 の例

は点滴1.0g×2回/日 ×14日間=28gで それぞれ 「著効」

をえた。

(4)尿路系感染症の総括

6症 例 中E.coliに 起因 した急性 腎孟 炎お よび膀胱尿

道炎の4症 例 は,そ れぞれ筋注5g,筋 注お よび静注 で

総論18g,点 滴16gお よび28gで,い ずれ も「著効」,脊

損に よる膀胱半 麻痺 の慢性 複雑 性 腎盂 膀 胱 炎例 では

Enterobacterお よびKlebsiellaが 尿 中にみ ちれ,他 剤 で

は軽快至難であったが,当 初本剤点滴16g,次 回は68g

の投与でそれぞれ尿中菌の消失および解熱 をみて「有効」

と判定された。すなわち,尿 中検出菌 が,い ずれ も本剤に

感受性が高 く,6例 中6例(100%)に 奏効 した。 なお,

本剤使用前,中,後 の末梢血,肝,腎 機能,尿 検査所見

の変動は,検 査一覧表(Table 2)に 表示 したごと く,本

剤使用によるそれぞれの検査成績の悪化はみ られず,ま

た,副 作用 を示 した症例 もなか った。

m.総 括 な らびに考按

呼吸器感染症の うち種 々の難治性基礎疾患に合併 した

慢性型11症例 および急性肺炎 を主 とした急性型14症 例,

計25症例な らびに尿路系感染症6症 例,合 計31症 例 を対

象 として,CS-1170の1.0～2.0gを5%糖 液250～500ml

に溶解 して,点 滴静注,ま た,生 理 食塩 液10m1に 本剤

0.5～1.09を 溶解して,one shot静 注 または筋注 し,点滴

24虚 例については1日1～4圃,2～17日 間(平 均12,5

日),静 注5症 例では1日1～2回1～7日 間(平 均5、4

日),筋 注3症 例 では1日2～3回,4～5日 間であ り,

これらの使用総量 と臨床的効果の関係は,Table 3の ご

とくであ った。す なわち。静注 または筋注 でも使用総 量

209以 内で有効例がみ ちれ,点 滴例 を含め ても,そ の30

9以 内で,そ の使用症例 の約70%(31例 中21例 …67.7%)

に効果出現の有無がほぼ予測 できる結 果を得た。

これ らの臨床的効果 を疾患別にみる と,呼 吸器の慢性

型の1例(No.8)の 効果不明例 を除いた30症 例 では,「や

や有効」以上お よび 「有効」以上の頻度は,そ れぞれ呼

吸器感染症の慢性型で7/10(70%)お よび3/10(30%),

急性型では13/14(93%)お よび11/14(78.5%),尿 路感

染症 ではいずれ も6/6(100%)で,こ れ ら30症例 全体 と

しては,26/30(86.7%)お よび20/30(66.7%)の 好成

績 を示 した。 この好成績は,各 症例 の起 炎菌 と目された

23株 中緑膿菌4株,他1株 の5株 を除 いてすべ ての株が

本剤に薬剤感受性 を示 した ことに起 因す ると考えちれた。

なお,本 剤の筋注時の局所痙痛は,耐 えがたい もの では

なか った し,副 作用 として静注時の嘔気1例,点 滴12日

目の頭痛,冷汗の1例 を除いては。発疹 その他のアレルギ

ー性病変はみ られず,肝 ・腎機能障害 も1例 も認め られ

なか った。

IV.む す び

呼吸器 なちびに尿路感染症31例 にCS-1170を 点滴,静

注,筋 注などで使用 し,そ の臨床的効果は86.7%に 認め

られた。 そして,そ の効果は,点 滴静注時 よ りもむ しろ

筋 注お よびone shot静 注 に早期 にみ られ る傾 向が あ

り,か つ,こ の使用方法のいかんにかかわちず,そ の臨

床効果の有無は,そ の使用総量30g以 内で予測 できるこ

とが,ほ ぼ70%の 症例で判明 した。

Table 3 Relationship between total used dosis of CS-1170 and clinical effect

〔 〕Number: exchded drop infusion cases
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副作用 として嘔気。頭痛,冷 汗 を訴えた2症 例があっ

たが,本 剤使用に よる肝 ・腎機能障害例は なかった。

以上 より,本 剤は難治性諸種感染性疾息の治療 剤 とし

て試み られるべ き抗生剤 と考え る。

欄筆にあた りCS-1170を 提供 して いただいた三共株式

会社に対 して深謝 します。
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CS-1170 ( Sodium (6R, 7S) -7- (2 (cyanomethylthio) acetamido) -7-methoxy-3- (( (1-methyl-1H-tetrazol-5-yl)
thio) methyl) -8-oxo-5-thio-1-azabicyclo (4. 2. 0) oct-2-ene-2-carboxylate ) is a new antibiotic, developed
from a cephamycin by Sankyo company.

Thirty-one cases in total, including 24 respiratory infectious diseases, of which 11 were chronic pneu-
monitis cases, and 13 were acute pneumonia cases; and 6 cases of acute or chronic urinary infectious
diseases, were treated by CS-1170 intramuscularly (0.5 g, 2 or 3 times a day, within 5 days), one
shot intravenously (0.5 or 1.0 g, 1 or 2 times a day, within 7 days) or by drip venous infusion (1.0 or
2.0 g, 2 or 4 times a day, within 17 days) . As the results, 26 of 30 cases (86.7%) showed over fair
effects, and 70% of effective cases were observed within dosage of 30 g in total. As to the side effects
of the agent, one case complained of nausea in 2.0 g one shot intravenous injection, and one headache
and cold sweat after 14 days of the treatment, while no case revealed any unfavorable effects on
hepatic and renal functions in laboratory findings.


